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1. はじめに 
近年ソーシャルネットワークサービス(SNS)を利用し

た情報推薦により、ユーザにとって有益な情報が得られ

る仕組み作りがなされている。しかしながら、SNS を利

用して情報推薦を行う場合で、タグが少数しか付いてい

ない場合がある。その場合推薦の精度が落ちてしまう。 
推薦精度が落ちてしまう問題を解決する為タグデータ

ベースを作成することで推薦精度が上がると期待出来る。 
本稿では、複数の異なるタグデータを統一的に利用で

きるフレームワークを提案しウェブページの推薦を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ YouTube の API を使い連続動画再生結果 

 
図１は、「ねこ」というキーワードから動画を連続で

動画を再生させるプログラムを書いた時の結果である。

この実験では、YouTube の API を利用し「ねこ」という

キーワードを送り、検索結果から一つ選び猫に関する動

画を自動的にスタートさせるものだ。次の動画は、再生

中の動画のタグを利用し、検索しランダムに次再生する

ようにセットして、動画が終わったら次の動画が始まる 
 
 

ような仕組みである。 
実験結果は、3 個目の動画のタグを見ると解るように

「ronaldinho」「brasil」「futsal」と「ねこ」という最初 
のキーワードからズレが生じ、キーワードにマッチしな

い動画が再生されている。検索アルゴリズムは公開され

ていない。しかし、こちらで改善することはできる。 
問題点として、検索キーワードのタグが少なかった可

能性がある。 
 

2. フレームワーク 
YouTube のカテゴリを一つのタグとして扱うことによ

り livedoor ブックマークと同じ階層となる。 
SNS ごとタグを付ける集団の違いがあるため、付ける

傾向、目的なども変わってくる。その違いを埋めればタ

グから Web ページ推薦の補助になると思われる。 

 
図２ 推薦の仕組み 

 図２の点線で囲まれた部分が本稿の提案部分である。

ソーシャルデータとは Livedoor クリップのメタデータ

(タイトル、タグ、ＵＲＬ)YouTube のメタデータ(タイト

ル、カテゴリ、タグ、ＵＲＬ)を持ち、YouTube メタデー

タのカテゴリはタグと同じように扱う。本稿では、メタ

データの集まりをソーシャルデータと呼ぶ。これを使い、

アイテム推薦を行う。 

3. 主成分分析 

 
今回は既存の方法を主に使用している。まず、各 SNS
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をクラスタリングして同義語などタグの揺らぎをなくす。 
今回は主成分分析法を使用する。主成分分析で次元削

減すると、共起している意味の近い語を抽象的に表す圧

縮された文書ベクトルが与えられるという考えである。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表１ アイテム(ＵＲＬ)に付随するタグの例 
 

 
図２の d1～d5 はアイテム(URL)で、Linux などはタグ

である。つまり、d1 のアイテムには Linux というタグが

4 つ Ruby というタグが１つ、Ubuntu というタグが２つ

付けられている。 
アイテムが増えればタグが増えます。タグがまばらな

ことをうまく利用することで計算量を押さえ込むことが

できる。 
タグの関係もはっきりする。例えば Apple でもりんご

と Apple 社の二つがある。この場合、Mac タグが付いて

いるものが他にあった場合そちらを優先することにより

間違ってりんごを推薦することもなくなる。 
この二つの SNS のタグを統一的に使い推薦を行う。し

かし、YouTube のメタデータと livedoor のメタデータで

は付ける集団が違うためタグの揺らぎが存在する。 
  

 
 

 

4. おわりに 
本稿では、複数の異なるタグデータを統一的に利用でき

るフレームワークを提案しウェブページの推薦を行った。

今後実データによる実験を行う。 
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